








その他のタイトル <Research Note>The Educational Literature on
School Facility written from 1985 to 1995 : A
Current Trend of the Educational Research of
























































































































































< 1 985> 
①平沢 茂 「公民館の施設・設備と機能についての一考祭一視聴覚メディアの整備と活用-J W社
会教育論集(その1) ~ 0立社会教育研修所 1 985年3月 3 1 '"'-'47 j-
②天笠茂 「新しい施設に対応した教育方法の改善J W教育新聞 N 09 24Jl教育新聞社 1 
985年6月 13-
③小島弘道 「学校施設の開放と目的外使用J W別冊教職研修』教育開発研究所 1 985年6
月 48~5 2j-
④平沢 茂 「学習指導の最適化を促すAV施設の活用J W教職研修(臨時増刊)Jl教育開発研究
所 1985年11月 29 2'"'-' 2 9 5 j-
⑤天笠茂 「学習環境の個性化・実践のポイントJ W学路軍営研究 No306~ 明治図書 l 
985年 12月 54'"-'5 9 j-
⑥高豹宗主ji r教育用ソフトウェアの開発とお宇品J W教育と情報 N 0 3 3 3~ 第一法規 198 
5年12月 2'"8 j-
⑦高差初来志台 r視聴覚メディアの新しい教具教材J W授業研究 23-16~ 明治図書 198 5 
年12月 33 ~ 3 8 j-
< 1 986> 
①若井瀬一 「自己教育力の育成に役立つ教材開発一教材開発に関わる制約条件の批判的検討を中
心にして一JW教育創造 9 2号J上越教育大学付属小学校高田教育研究会 1 986年3月 7 
"-' 1 3)-





④堀内 孜 「学校施設・設備と環境の経営、 1、5、6節J神田修、河野重男、高野桂一編『必
携学校経営』エイデル研究所 1 986年10月
< 1 987> 
①高桑康雄 「視聴覚教材の活用と学習指導の革新J W学習指導f汗修第106号』教育開発研究
所 1987年1月 52 -5 5 j-
②堀井啓幸 「学校施設と教育活動-教師の学校施設観を中心に-J W日本教育経営学会紀要第
29号』第一法規 198 7年6月 1 3 3 --1 4 7 j-
③高桑康雄 「教育メディア論J W言語生活第428号』筑摩書房 1 987年7月 20-----2 
73-
④小池栄一 「学校の物的環境の設備と活用J日本教育経営学会編『教育経営と教育課程の編成・
実施~ (講座 日本の教育経営第4巻)き、ょうせい 1 987年9月 1 7 9 -1 9 1 j-
<1988> 
①天笠茂 「在来型教室の多目的利用J W教育と施設第20号』文教施設協会 1 988年3
月 80 -8 1 j-
②高桑康雄 「創造住の育成一発想、の転換と物的条件の整備-J W教綴研修総合特集44 創造性
教育読本』教育開発研究所 198 8年6月 1 3 2 -1 3 5 j-
③高桑康雄・伊佐治大陸「教授施設・設備・用具を謝新するj高野桂一・中野亨編『教育課程・授
業活動の談新~ (実践学校経営一樹新第3巻)ぎょうせい 198 8年7月 2 7 2 -3 1 1 j-
③天笠茂 「教育方法の多様化に対応した環境の在り方J W教育と施設第23号J文教施設協
会 1988年12月 65"-' 7 0 j-
⑤屋敷和佳 「児童・生徒の減少に伴う学校施設の質的向上に関する研究一市町村教育委員会調査
より-J W国立教育研究所研究集録 No16~ 1988年
⑥屋敷和佳 「へき地小学校の施設・設備J W国立教育研究所紀要 Nol16 号~ 1 988年
< 1 989> 
①喜多明人 「学校図書館の施設に望むJ W学校図書館第459号』全密図書館協議会 198 
9年l丹
②下村哲夫 「学校の施設利用をめぐってJ W月刊教育ジャーナル 27-12~ 学習研究社 l 
989年1月 26"" 2 9 j-
③喜多明人 「昭和教育の歩みに学ぶ一学校建築はと、う変わったかj 医学中あ塞営研究 第357号J
明治図書 1 989年7月




『学校経営研究』第 24号 1999 
ス社 198 9年9月
< 1 990> 
①天笠 茂 「多目的スペースの活用をめぐる課題J文部省文教施設音隊長『ニュー・スクール計画
一教青方法等の多様化と学校施設一』ぎ〉ょうせい 1 990年6月 7 2'"'-' 7 3 j-
②新井部男 「教育施設から生涯学習施設へJ W教育と施設第29号』文教施設協会 1 990 
年6月 42 j-
③青木 薫 「アキ教室の運用とアイディアj 子学路軍営研究』明治図書 1 990年7月 84 
~85 
④堀井啓幸 「戦後学校施設整備行政の変容に関する一考察一多目的スペース導入の分析を中心に
して-J W日本教育行政学会年報 1 6 ~教育開発研究所 1 990年10月 255"-'268 
? ?
⑤天笠茂 「校務活動を支援する施設・設備への提案JW教育と施設 N 0 3 l~文教施設協会 1 
990年12月 10 9 j-
⑥屋敷和佳 「地域の施設計画J矢野・荒井編著『生涯学習化社会の教育計画』教育開発研究所 1 
990年
<1991> 
①笠井 尚 「施設が『学校』を変えるJW教員養成セミナー Vol14 No3~ 時事通信社 1 
991年 11月 23 ~ 2 5 j-
< 1 992> 
①小松郁夫 「情報化に対応した学校施設等のあり方J下村哲夫代表『これからの区立学校ーその
教育方法と学校施設に関する調査研究報告書』東京都豊島区教育委員会 1 992年1月 3 6 
~51 
②下村哲夫代表『これからの区立学校ーその教育方法と学校施設に関する調査研究報告書-~東京
都豊島区教育委員会 1 992年1月 "-' 1 3 3 j-
③iJJ!崎清男 「臼田郡地域におけるオーブン・スペース・スクールj大分大学教育学部『日田・玖
珠地域一自然・社会・教育-~ 1992年7月 3 6 5 ~ 3 7 6 j-
④青木朋江 「校長の教育財産の管理権と物品管理の札織J W教職研修総合特集94 学校財務読
本』教育!?号発研究所 199 2年8月 1 9 8 "-' 2 0 5 j-
⑤屋敷和佳 「新しいタイプの校舎の計画と学校施設整備行政の誠喜一教科教室型高校校舎のフォ




< 1 993> 
①屋敷和佳 「学校施設・設備の課題j牧昌見『高校教育改革の成果と一課題に関する調査研究jJ 1 
993年3月 71 ~8 Oj-
②屋敷和佳 「教育人口の変動と学校施設j日本教育経営学会『日本教育経営学会紀要 第35号J
第一法規 1 993年5月 2 6~3 4j-
③金子勉・山村滋 rw新しいタイプの高校Jの設置にかかる政策形成過程-埼玉県立伊奈学園総合
高等学校設置過程の事例分析-J W日本教育行政学会年報 1 9 jJ教育開発研究所 1 993年
1 0丹 17 4~ 1 8 7 j-
④屋敷和佳 「省庁所管学校の立地と施設J市川昭午『大学校の研究J玉川大学出版部 1 993 
年11月 11 1 ~1 3 5 j-
<1994> 
①屋敷和佳 「生涯学習の拠点としての学校一スコットランドのコミュニティ・スクールの事例分
析J W国立教育研究所研究集録第29巻jJ 1 994年
< 1 995> 
①屋敷和佳 「総合学科における施設・設備整備の展開J佐藤全『高等学校における学科編成・履
修システムの改善に関する総合的研究』国立教育研究所 1 995年3月 1 4 7 ~ 1 5 4 j-
②屋敷和佳 「児童生徒の減少に伴う学校施設整備の動向J W教育と情報第450号J 第一法
規 1995年9月 46~4 9j-
③屋敷和佳 「学習ニーズの高度化と施設・設備J W月刊公民館第461号』第一法規 1 9 
9 5年10 月 5~ 1 Oj-
④高桑康雄 「これからの学校での教育メディア利用J W学習情報研究第10巻11号』学習ソ
フトウェア情報研究センタ- 1995年11月 4~8j-




















文部省では、この 10年の間 (1985-----1995)に、それぞれ調査研究会議を設け、 「教育
方法等の多様化に対応する学校施設の在り方についてJ (1988年)、 「文教施設のインテ1)ジ
ェント化についてJ (1990年)、 「学校施設の複合化についてJ (1991年)等の報告書を











































第9巻 1 984年 29"'-'48頁に簡潔にまとめている。
(2) 拙稿「学校施設と教育活動-教師の学校施設観を中心に-J W日本教育経営学会紀要第29
号』第一法規 198 7年6月 133"'147頁参照のこと。
(3) 拙稿「学校開放と生涯学習体系-A市小中学校における学校開放の調査から-J W日本生涯





る教師の意識問査を中心に-J 中国四国教育学会『教育学研究紀要第42巻第 1 部~ 1 996 
年)。氏は、教師のオープンスペース校への勤務経験を分析の主要な要素として捉えており、
-89-





育制度学会『教育制度研究第 5 号~ 1998)。氏は従来のマクロな教育財政学に事例研究を
交えて、独創的な学校施設・設備整備事業を実際には負担金制度と政策的な補助金制度が妨げ
ている4犬況を実証しようと試みている。
-90-
